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10
月
25
日
、
開

催
さ
れ
た
大
阪
マ

ラ
ソ
ン
の
参
加
者

の
中
に
、
京
都
大

学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
の
山
中
伸
弥
教
授
も
い
た

と
い
う
。
募
金
協
力
を
呼
び
か

け
る
「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
し

て
の
参
加
だ
っ
た
と
か
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
、
国
内
外

の
財
団
か
ら
か
な
り
の
研
究
費

も
獲
得
さ
れ
て
い
る
教
授
の
こ

の
行
動
は
何
？
▼
教
授
の
下
に

い
る
研
究
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

国
家
公
務
員
で
も
な
く
、
財
団

や
寄
付
金
で
支
え
ら
れ
た
、
身

分
保
障
も
な
い
非
正
規
研
究
員

だ
そ
う
だ
。
教
授
は
こ
の
状
態

を
改
善
し
た
い
と
募
金
活
動
を

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
最
先

端
の
研
究
所
の
悲
し
い
現
実
▼

非
正
規
雇
用
は
、
経
営
効
率
化

を
目
指
し
始
ま
っ
た
。
正
社
員

を
減
ら
し
、
非
正
規
労
働
者
を

必
要
な
と
き
に
必
要
な
数
だ
け

雇
用
で
き
る
。
経
営
者
に
都
合

の
良
い
制
度
は
拡
大
し
、
労
働

者
の
収
入
は
圧
縮
さ
れ
た
。
非

正
規
が
増
え
た
分
、
減
少
し
た

正
社
員
の
仕
事
量
は
増
大
し
、

超
過
勤
務
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
が

増
加
。
正
社
員
も
心
身
と
も
に

疲
弊
し
、
自
ら
命
を
絶
つ
者
、

離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
者
な
ど

の
例
も
耳
に
す
る
。
非
正
規
雇

用
と
と
も
に
、
社
会
の
格
差
が

増
大
し
た
印
象
が
あ
る
。
収
入

が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
限

り
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持
と
う

と
す
る
若
者
は
減
り
、
少
子
化

に
歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ

う
▼
「
１
億
総
活
躍
社
会
」
を

め
ざ
す
と
い
う
首
相
の
提
言

は
、
国
民
を
低
賃
金
で
ア
リ
の

よ
う
に
働
か
す
社
会
を
想
像
さ

せ
る
上
、
戦
時
中
の
「
１
億
総

…
」
と
い
う
悪
夢
の
よ
う
な
社

会
を
連
想
さ
せ
る
。
も
っ
と
き

め
細
や
か
な
、
気
配
り
の
あ
る

雇
用
政
策
を
打
ち
出
し
て
も
ら

わ
な
い
と
、
わ
が
国
の
先
は
な

い
と
危
惧
し
て
い
る 

（
硝
子
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

憲法いかし、いのちまもる10・22国民集会 ３面

６面

東日本大震災被災地　訪問記 ４面

診療報酬プラス改定／消費税ゼロ税率診療報酬プラス改定／消費税ゼロ税率

保険診療のてびき
第一線医に必要な小児科の知識
内科医のための発熱初期トリアージ

研
面
究

11月15日（日）　　13時～　　協会５階会議室
臨時（決算）総会　14時30分～
共済制度委員会　　14時50分～
　特別報告　「三井生命は経営統合でどう変わるのか」
　報 告 者　 三井生命執行役員　江口　浩章氏
特別講演　　　　　16時～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会　　第第8888回評議員会回評議員会
臨時臨時（（決算決算））総会・第総会・第3838回共済制度委員会回共済制度委員会

　

来
春
の
次
期
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
、
厚
労
省
は
議
論
を
本

格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
政
府

は
、
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

骨
太
方
針
な
ど
で
、
社
会
保
障

関
係
予
算
の
伸
び
を
５
０
０
０

億
円
ま
で
抑
制
す
る
と
し
て
お

り
、
こ
の
方
針
が
実
行
さ
れ
れ

ば
、
診
療
報
酬
改
定
も
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
協
会
で
は
国

民
医
療
を
充
実
し
、
医
療
機
関

の
経
営
を
守
る
た
め
に
、
診
療

報
酬
プ
ラ
ス
改
定
と
患
者
負
担

軽
減
、
消
費
税
ゼ
ロ
税
率
を
求

め
る
会
員
署
名
に
取
り
組
み
ま

す
。

11月12日　歯科衛生士による被災地と災害時の支援

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜20時25分～毎週木曜20時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

【きくち　ひでひろ】1936年生まれ。東京大学卒業、旧東京銀行（三菱東京UFJ
銀行）入行。国際投融資の企画と推進、銀行経営に従事。ミラノ支店長、豪州東
京銀行頭取などを歴任。文京学院大学教授を経て現在、日本金融財政研究所所長

　

分
科
会
で
は
、
23
医
療
機
関

等
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
や
薬

剤
師
ら
が
話
題
提
供
し
た
。

「
高
血
圧
症
通
院
患
者
１
０
０

名
の
健
康
管
理
の
検
討
」「
口

説
明
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
説
明
に

よ
る
糖
質
制
限
食
の
指
導
効

果
」「
小
児
の
顎
関
節
症
患
者

の
臨
床
的
検
討
」「
残
薬
再
利

用
の
調
査
に
よ
り
み
え
て
き
た

多
職
種
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
た
特
別
講
演

第24回日常診療経験交流会に200人第24回日常診療経験交流会に200人

　

職
種
越
え
、
日
常
診
療
の
経
験
を
交
流
し

よ
う―

―

。
協
会
は
10
月
25
日
、
第
24
回
日

常
診
療
経
験
交
流
会
を
、
神
戸
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
そ

れ
で
も
医
療
は
続
く
〜
地
域
連
携
の
『
し
わ

よ
せ
』
と
『
し
あ
わ
せ
』」
と
し
て
、
医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど

１
９
７
人
が
集
ま
っ
た
。
参
加
者
は
分
科
会

や
特
別
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
日
常
診
療
の

工
夫
や
多
職
種
連
携
の
た
め
の
取
り
組
み
を

交
流
し
た
。
神
戸
大
学
病
院
薬
剤
部
長
で
神

戸
大
学
大
学
院
教
授
の
平
井
み
ど
り
先
生

が
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
多
剤
処
方
）
対

策
に
つ
い
て
特
別
講
演
し
た
。

　

特
別
講
演
「
不
要
な
薬
を
減

ら
す
に
は
〜
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
対
策
に
つ
い
て
」
で
、
平
井

み
ど
り
教
授
は
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
と
は
使
用
薬
剤
が
多
い

こ
と
だ
け
で
な
く
、
潜
在
的
に

不
適
切
な
処
方
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
薬
の
重
複
な
ど
を
指
す

と
し
て
、
神
戸
大
学
病
院
の
入

院
患
者
で
使
用
薬
剤
を
削
減
し

た
例
を
紹
介
。
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
を
改
善
す
る
に
は
、
薬
に

対
す
る
専
門
性
が
高
い
薬
剤
師

が
関
わ
る
こ
と
が
重
要
な
ど
と

し
た
。

も
の
」
な
ど
、

日
常
の
診
療
に

お
け
る
工
夫
や

研
究
成
果
が
報

告
さ
れ
、
参
加

者
は
、
診
療
科

・
職
種
を
越
え

て
質
疑
を
交
わ

し
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
薬
を
減
ら

そ
う
と
意
識
し
て
も
、
精
神
科

の
薬
を
減
ら
す
の
は
難
し
い
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」
な
ど
実

際
の
症
例
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
入
院
時
に
薬
を
整
理

し
て
ほ
し
い
と
い
う
開
業
医
か

ら
の
要
望
が
強
い
」（
病
院
薬

剤
師
）、「
治
療
中
に
口
渇
に
気

づ
く
こ
と
が
あ
る
」（
歯
科
医

師
）
な
ど
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
改
善
の
た
め
の
地
域
連
携
に

つ
い
て
、
活
発
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

ほ
か
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇

生
法
）
講
習
会
、
会
員
の
絵
画

・
写
真
・
陶
芸
作
品
な
ど
が
出

品
さ
れ
た
「
あ
な
た
と
わ
た
し

の
展
示
会
」、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
や
医
院
新
聞
展
示
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
企
画
、
生

薬
の
試
飲
な
ど
が
で
き
る
薬
科

部
漢
方
企
画
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
物
産
展
、
医
療
機
器
等

の
展
示
な
ど
、
多
彩
な
企
画
が

並
行
し
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
た
。

（
11
月
25
日
号
に
参
加
記
を
掲

載
予
定
）

　

署
名
用
紙
は
、
本
紙
に
同
封

す
る
と
と
も
に
、
11
月
４
日
ま

た
は
６
日
に
各
会
員
あ
て
フ
ァ

ッ
ク
ス
送
信
で
お
届
け
し
ま

す
。
用
紙
に
住
所
・
医
療
機
関

名
・
氏
名
を
ご
記
入
い
た
だ
き

（
ゴ
ム
印
で
も
可
）、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
ご
返
信
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

集
ま
っ
た
署
名
は
、
保
団
連

が
11
月
19
日
、
12
月
３
日
に
予

定
す
る
中
央
要
請
行
動
で
、
厚

生
労
働
省
や
財
務
省
な
ど
関
係

各
機
関
、
国
会
議
員
に
提
出
す

る
予
定
で
す
。

平
井
み
ど
り

平
井
み
ど
り  

神神
大大
教教
授授  「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」テ
ー
マ
に

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」テ
ー
マ
に

平井教授が使用薬剤の削減例
などを紹介　　　　　　　　

医
・
歯
・
薬

医
・
歯
・
薬
連
携
で
地
域
医
療
充
実

地
域
医
療
充
実

特別講演

二つの院長署名に二つの院長署名に
 全会員のご協力を 全会員のご協力を

　テ ー マ　 「新自由主義の自滅－安倍政権の経済政策をどうみるか－」
　講　　師　 日本金融財政研究所　所長 菊池　英博氏

兵庫県保険医協会ウェブサイト兵庫県保険医協会ウェブサイト
会員限定ページ開設のご案内会員限定ページ開設のご案内

月刊保団連11月号にID・パスワードを同封

　11月から協会ウェブサイトにパスワード付の会員限定ページを開設します。今
後、会員だけの役立つ情報などを掲載していく予定です。ぜひご活用ください。
　月刊保団連11月号に、IDとパスワードをお知らせするご案内を同封しておりま
す。パスワードは会員外に知らせないようにお願いします。
　公開予定日は11月９日（月）です。トップページ（http://www.hhk.jp）の「会
員ページ」バナーからアクセスいただけます。

パスワードお忘れの場合等、お問い合わせは、
 ☎078－393－1807 情報ネットワーク部・栗山まで

２
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い

本紙同封



２０１５年(平成２７年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７９７号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

津
村　
　

裕
先
生

伊
丹
市　

内
科

10
月
16
日　

享
年
89
歳

政策解説①

最
高
と
な
り
、
全
企
業
の
内
部

留
保
は
３
５
４
兆
円
と
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。
こ
う
し
た

中
、
政
府
は
さ
ら
に
法
人
税
を

減
税
す
る
と
し
て
い
る
。
大
企

業
は
政
府
に
よ
る
株
の
買
い
支

え
や
円
安
誘
導
に
よ
り
利
益
を

得
た
上
、
さ
ら
に
税
金
ま
で
下

げ
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
安
倍

首
相
は
大
企
業
に
対
し
、
賃
金

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
い
る
。

大
企
業
に
賃
金
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
な
ら
ば
、
政
府
自
身
が

決
め
る
こ
と
の
で
き
る
医
療
従

事
者
の
賃
金
の
原
資
＝
診
療
報

酬
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

薬
価
引
下
げ
財
源
は

本
体
に
回
さ
な
い
？

　

前
回
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

薬
価
・
材
料
の
引
き
下
げ
財
源

を
診
療
報
酬
本
体
に
回
さ
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
体
部
分

は
消
費
税
増
税
補
填
分
を
除
き

マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
。
今

回
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

も
財
政
審
建
議
で
は
「（
薬
価

は
）
市
場
価
格
の
調
査
に
伴
っ

て
引
下
げ
が
行
わ
れ
る
が
、
…

診
療
報
酬
本
体
財
源
と
な
ら
な

い
」
と
振
り
替
え
を
行
わ
な
い

こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
振
り
替
え
は

１
９
７
２
年
の
中
医
協
建
議
で

「
診
療
報
酬
体
系
の
適
正
化
と

の
関
連
に
お
い
て
、
当
分
の
間

は
薬
価
基
準
の
引
下
げ
に
よ
っ

て
生
じ
る
余
裕
を
技
術
料
を
中

心
に
上
積
み
す
る
こ
と
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
初
め
て

提
案
さ
れ
、
厚
生
（
労
働
）
大

臣
や
首
相
も
公
式
に
そ
れ
を
尊

重
し
、
慣
行
と
し
て
２
０
１
２

年
の
改
定
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
き

た
。
97
年
に
は
衆
院
厚
労
委
員

会
で
安
倍
晋
三
議
員
（
当
時
）

が
、「
薬
価
差
の
一
部
は
、
例

え
ば
病
院
の
修
理
の
方
に
も
回

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

し
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
、
薬

価
差
を
適
正
に
す
る
と
同
時

に
、
診
療
報
酬
に
お
け
る
技
術

料
を
適
正
に
評
価
す
る
べ
き
だ

と
い
う
声
も
強
く
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
診
療
報
酬
改
定
の

際
、
薬
価
差
を
適
正
化
す
る

が
、
技
術
料
を
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
薬
価
切
り
下

げ
分
の
財
源
を
技
術
料
の
引
き

上
げ
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
薬
価
・
材
料
の

引
き
下
げ
財
源
の
診
療
報
酬
本

体
へ
の
振
り
替
え
は
歴
史
的
な

議
論
の
積
み
重
ね
の
結
果
認
め

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
も

し
、
薬
価
財
源
を
本
体
に
振
り

替
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
他
の

十
分
な
財
源
を
用
意
し
て
技
術

料
の
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

焦
点
は
病
床
機
能
分
化

　

10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
厚

労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
医
療

部
会
で
は
右
表
の
よ
う
な
提
案

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
２

０
２
５
年
の
必
要
病
床
数
で
は

急
性
期
病
床
を
減
ら
す
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
前
回
の

診
療
報
酬
改
定
で
要
件
が
厳
格

化
さ
れ
１
・
６
万
床
減
ら
さ
れ

た
「
７
：
１
」
病
床
は
さ
ら
に

減
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
財
政
制
度
等
審
議
会
の

資
料
で
は
、「
療
養
病
床
の
地

域
差
是
正
に
向
け
た
診
療
報
酬

上
の
対
応
」
と
の
文
言
が
あ

り
、
地
域
医
療
構
想
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
診
療
報
酬
上

の
措
置
で
療
養
病
床
削
減
が
行

わ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

　

ま
た
、
病
床
削
減
を
進
め
る

一
方
で
、
患
者
の
受
け
皿
と
な

る
在
宅
医
療
の
推
進
も
行
わ
れ

る
。
10
月
７
日
の
中
医
協
総
会

で
は
在
宅
医
療
を
専
門
に
行
う

診
療
所
が
認
め
ら
れ
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
一
定

の
要
件
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
在
宅
専
門
の
診
療
所
は

外
来
等
の
対
応
コ
ス
ト
が
効
率

化
さ
れ
る
た
め
、
通
常
の
診
療

所
が
算
定
で
き
る
点
数
よ
り
低

く
設
定
す
べ
き
」
と
の
意
見
も

出
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
政
府
は
地

域
医
療
構
想
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
を
通
し

て
、
病
床
削
減
、
患
者
の
在
宅

誘
導
を
診
療
報
酬
改
定
で
行
う

方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
増
え
る
医
療
ニ
ー
ズ

を
、
少
な
い
医
療
費
と
マ
ン
パ

ワ
ー
で
乗
り
切
る
と
い
う
狙
い

が
あ
る
。

　

現
状
で
も
各
医
療
機
関
は
、

低
い
診
療
報
酬
に
苦
し
み
な
が

ら
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
な
ん

と
か
応
え
て
き
た
。
こ
う
し
た

努
力
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、

無
理
や
り
病
床
削
減
や
病
床
転

換
、
在
宅
誘
導
を
行
え
ば
、
患

者
に
最
適
な
医
療
が
確
保
さ
れ

ず
、
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境

悪
化
も
加
わ
り
、
地
域
医
療
は

再
び
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
政

府
は
、
現
状
の
医
療
機
関
が
地

域
で
提
供
し
て
い
る
様
々
な
医

療
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価

を
正
当
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

を
押
し
上
げ
最
終
的
に
は
税

収
も
増
え
る
で
し
ょ
う
。
な

に
よ
り
も
自
身
と
家
族
の
健

康
は
国
民
の
最
大
の
願
い
で

す
。
国
民
の
生
存
権
保
障
、

格
差
や
貧
困
、
社
会
的
排
除

の
解
消
は
、
健
全
な
国
家
の

責
務
で
す
。

　

ま
ず
は
診
療
報
酬
の
プ
ラ

ス
改
定
と
患
者
窓
口
負
担
の

軽
減
で
す
。
診
療
報
酬
改
定

を
め
ぐ
る
議
論
は
、
開
業
医

の
収
入
増
を
許
す
の
か
な
ど

と
い
う
些
末
な
も
の
で
は
な

く
、
社
会
保
障
を
充
実
し

て
、
経
済
成
長
政
策
に
舵
を

切
る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論

な
の
で
す
。

　

会
員
署
名
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

の
医
療
・
介
護
従
事
者
の
賃

金
の
原
資
で
も
あ
る
診
療
報

酬
、
介
護
報
酬
を
引
き
下
げ

る
の
は
矛
盾
と
い
う
他
あ
り

ま
せ
ん
。

　

労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る

医
療
・
介
護
の
報
酬
を
引
き

上
げ
、
雇
用
を
拡
大
し
、
所

得
を
安
定
さ
せ
、
将
来
不
安

を
な
く
せ
ば
、
消
費
拡
大
に

よ
る
経
済
成
長
は
も
ち
ろ

ん
、
少
子
化
解
消
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
健
康
な
国
民
が
増
え
れ

ば
、
そ
の
人
が
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
消
費
も
拡
大
さ
せ
ま

す
。
内
需
が
拡
大
す
れ
ば
、

企
業
も
内
部
留
保
を
設
備
投

資
や
雇
用
に
向
け
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

や
自
動
車
産
業
の
62
兆
円
に

匹
敵
す
る
国
内
最
大
級
の
産

業
で
あ
り
、
経
済
の
足
を
引

っ
張
る
「
お
荷
物
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
療
・

介
護
分
野
は
今
後
も
確
実
に

需
要
が
拡
大
し
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で

唯
一
と
い
っ
て
い
い
確
実
な

成
長
産
業
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
経
済
界
に
は

繰
り
返
し
賃
上
げ
を
要
求
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
建
設

業
に
匹
敵
す
る
４
６
０
万
人

効
率
的
に
伸
ば
す
方
法
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
社
会
保
障

へ
の
政
府
支
出
を
増
や
す
こ

と
で
す
。

　

経
済
学
で
は
、
国
内
総
生

産
は
国
内
の
総
支
出
と
同
額

と
な
る
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
社
会
保
障
費
の
よ
う
な

政
府
の
支
出
を
増
や
せ
ば
、

そ
の
分
、
当
然
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増

加
す
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
分
野
の

総
波
及
効
果
（
他
分
野
の
生

産
を
増
加
さ
せ
る
効
果
）
は

　

安
倍
首
相
は
２
０
２
０
年

度
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
６
０
０
兆
円
を
め
ざ

す
と
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
20
年
前
か
ら
ほ

ぼ
横
ば
い
で
、
机
上
の
空
論

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

　

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
と
消
費
税
ゼ
ロ
税
率
の
実
現
を
求

め
、
協
会
が
取
り
組
む
二
つ
の
院
長
署
名
（
１
面
参
照
）。
こ

の
内
容
に
関
連
し
、
今
号
か
ら
解
説
を
行
う
。
第
１
回
目
と
な

る
今
回
は
、
来
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
の
現
状
に

つ
い
て
。

財
政
赤
字
で
診
療

報
酬
増
や
せ
な
い
？

　

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議

会
は
、
６
月
に
発
表
し
た
「
財

政
健
全
化
計
画
等
に
対
す
る
建

議
」（
以
下
、
財
政
審
建
議
）

で
「
公
的
な
保
険
給
付
の
総
量

の
伸
び
を
抑
制
せ
ざ
る
を
得

ず
、
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
単
価
を

さ
ら
に
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
」
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
財
政
健
全
化
を

達
成
す
る
に
は
診
療
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
必
要
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
財
政
赤
字
と
医
療

費
や
社
会
保
障
費
を
結
び
つ
け

て
議
論
す
る
の
は
誤
り
で
あ

る
。
Ｇ
７
の
う
ち
、
基
礎
的
財

政
収
支
の
赤
字
幅
が
日
本
よ
り

大
き
い
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
け

で
、
そ
の
他
の
国
々
で
は
日
本

よ
り
社
会
保
障
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
は
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
よ
り
も
財
政
状
況
は
よ

い
。

　

な
ぜ
、
日
本
の
財
政
収
支
は

悪
い
の
か
。
そ
れ
は
各
先
進
国

に
比
べ
て
富
裕
層
の
所
得
税
や

大
企
業
の
法
人
税
、
社
会
保
険

料
負
担
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
き

た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
株
高
や
円
安
に
よ

り
大
企
業
の
経
常
利
益
は
過
去

診
療
報
酬
は

引
き
上
げ
可
能

診療報酬引き上げ診療報酬引き上げ

消費税ゼロ税率消費税ゼロ税率

二つの署名

ご協力をご協力を

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」で

 

経
済
成
長
を

理事長
西山　裕康

ご
返
信
く
だ
さ
い

　

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
と
患
者
負
担
軽
減
、
消
費
税
ゼ

ロ
税
率
を
求
め
る
署
名
用
紙
（
右
）
を
、
本
紙
に
同
封
し

て
い
ま
す
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
お
届
け
し
て
い
ま
す
）。

住
所
・
医
療
機
関
名
・
氏
名
を
ご
記
入
い
た
だ
き
（
ゴ
ム

印
で
も
可
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
返
信
く
だ
さ
い
。 返信FAX番号返信FAX番号

（078）　　　（078）　　　
393－1802393－1802

表　提案されている改定の方向性

【考えられる具体的方向性の例】

•医療機能に応じた入院医療の評価

▼医療機能の分化・強化、連携の促進

▼患者の状態に応じた評価

•チーム医療の推進、勤務環境の改善、
業務効率化の取り組み等を通じた医療従
事者の負担軽減・人材確保

▼ 多職種の活用（地域医療介護総合確保基金
を活用した医療従事者の確保・養成等と並行
した取組）

•地域包括ケアシステム推進のための取
組の強化

▼ 診療所等の主治医機能（かかりつけ医機
能）の確保

▼退院支援、医療介護連携、医・歯・薬連携、
栄養指導等の多職種連携による取組の強化

•質の高い在宅医療・訪問看護の確保

▼ 患者の状態、医療の内容、住まいの状況等
を考慮した評価

•医療保険制度改革法も踏まえた外来医
療の機能分化

▼ 大病院の専門的な外来機能の確保と勤務医
の負担軽減

▼診療所等の主治医機能（かかりつけ医機
能）の確保（再掲）
 （第41回社会保障審議会資料より作成）

公
共
事
業
よ
り
高
く
、

雇
用
誘
発
効
果
も
主
要

産
業
よ
り
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
市
場
規

模
は
60
兆
円
と
い
わ

れ
、
建
設
業
の
51
兆
円

協会政策部

会
員
署
名
ご
協
力
の
お
願
い



元
町
・
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝

元
町
・
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝

“憲法いかし いのち守ろう”“憲法いかし いのち守ろう”“憲法いかし いのち守ろう”“憲法いかし いのち守ろう”

元
町
・
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝

２０１５年(平成２７年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７９７号（３）

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
保
険
で
良
い
歯
科
」

「
保
険
で
良
い
歯
科
」

環
境
・
公
害
対
策
部 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
旅

環
境
に
や
さ
し
い

発
電
方
法
を
再
認
識

　

保
団
連
も
参
加
す
る
実
行
委

員
会
が
、「
憲
法
い
か
し
、
い

の
ち
ま
も
る
10
・
22
国
民
集

会
」
を
10
月
22
日
、
東
京
・
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
し
、

全
国
か
ら
３
５
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
が
会
場
を
い
っ
ぱ
い

に
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
、

福
田
俊
明
・
白
岩
一
心
両
理
事

が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
、
医
療
制
度

研
究
会
副
理
事
長

（
前
済
生
会
栗
橋

病
院
院
長
補
佐
）

の
本
田
宏
先
生
や

千
葉
県
・
花
の
谷

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

の
伊
藤
真
美
先
生

ら
が
あ
い
さ
つ
。

精
神
科
医
で
立
教

大
学
教
授
の
香
山

リ
カ
氏
が
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
「
い
の

ち
を
守
る
医
療
者

が
戦
争
に
つ
な
が

る
法
案
に
対
し

て
、
Ｎ
Ｏ
の
声
を

上
げ
る
の
は
当
た

り
前
。
今
後
も
声
を
上
げ
続
け

る
こ
と
が
大
切
」
と
発
言
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
医
師
・

歯
科
医
師
代
表
と
し
て
杉
山
正

隆
保
団
連
理
事
が
「
社
会
保
障

費
削
減
で
医
療
・
社
会
保
障
を

受
け
ら
れ
な
い
人
が
増
え
て
い

ア
ピ
ー
ル
す
る
（
右
か
ら
）
福
田
・
白
岩
両
理
事

10・22国民集会10・22国民集会 医療者ら3500人がアピール

　

環
境
・
公
害
対
策
部
は
10
月

11
日
・
12
日
に
か
け
て
「
荒
湯

た
な
び
く
湯
村
温
泉―

但
馬
・

北
播
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
旅
」
と
題
し
、
兵
庫
県
下
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

施
設
な
ど
を
巡
る
バ
ス
旅
行
を

開
催
し
、
会
員
・
家
族
ら
23
人

が
参
加
し
た
。
長
谷
川
英
夫
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

湯
村
温
泉
と
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
施
設
に
興
味
を
ひ
か

れ
、
家
内
と
参
加
し
ま
し
た
。

１
歳
か
ら
80
歳
を
超
え
ら
れ
た

方
ま
で
、
総
勢
23
人
の
バ
ス
旅

行
で
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
環
境
・
公
害
対

策
部
長
の
森
岡
芳
雄
先
生
か

ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
上

山
高
原
へ
。
自
然
豊
か
な
麓
の

集
落
の
方
々
と
の
交
流
の
後
、

湯
村
温
泉
に
到
着
。「
温
泉
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
」
施
設
を
見

学
。
２
基
で
コ
ン
テ
ナ
一
つ
ほ

ど
の
大
き
さ
で
し
た
。
約
90
℃

の
温
泉
水
と
沸
点
の
低
い
液
体

を
利
用
し
て
発
電
、
25
世
帯
程

度
の
年
間
電
力
を
賄
え
ま
す
。

利
用
後
の
約
65
℃
の
お
湯
を
、

隣
接
す
る
「
薬
師
湯
」
に
給
湯

し
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
自
然

発
電
・
温
泉
・
薬
師
湯
の
空
間

を
「
福
祉
避
難
所
」
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

　

「
湧
泉
の
宿
ゆ
あ
む
」
は
、

地
元
の
野
菜
や
魚
介
類
を
使
っ

た
料
理
が
美
味
し
く
、
会
話
も

お
酒
も
進
み
ま
し
た
。
内
風
呂

・
露
天
風
呂
と
も
源
泉
か
け
流

し
で
３
回
も
入
浴
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
た
く
さ
ん
の
星
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
関
西
電
力
「
エ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
お
お
か
わ
ち
」
で
、

地
下
２
８
０
ｍ

に
あ
る
「
純
揚

水
発
電
所
」
大

河
内
発
電
所
を

視
察
。
上
部
に

太
田
ダ
ム
、
下

部
に
長
谷
ダ
ム

を
設
け
、
約
４

０
０
ｍ
の
高
低

差
を
利
用
し
て

発
電
。
電
気
代

の
安
い
深
夜
帯

に
発
電
機
を
ポ

ン
プ
と
し
て
利

用
し
、
下
部
ダ

ム
の
水
を
最
大
８
時
間
か
け
て

汲
み
上
げ
（
揚
水
）
ま
す
。
常

時
発
電
で
は
な
く
、
本
部
か
ら

の
指
示
で
何
時
で
も
最
大
６
時

間
の
発
電
が
で
き
、
巨
大
な
蓄

電
池
に
例
え
ら
れ
ま
す
。　

　

最
後
に
小
野
市
の
「
フ
ロ
ー

ト
式
太
陽
光
発
電
」
施
設
。
た

め
池
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
浮
か

べ
る
方
法
で
、
県
内
数
カ
所
で

稼
働
し
て
い
ま
す
。
パ
ネ
ル
は

高
温
に
な
る
と
発
電
能
力
が
下

が
る
た
め
、
地
上
よ
り
も
涼
し

い
水
面
に
設
置
。
パ
ネ
ル
の
固

定
方
法
や
角
度
を
変
え
実
験
中

で
、
中
央
パ
ネ
ル
部
の
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
で
冷
却
と
洗
浄
を
し

て
い
ま
す
。
売
電
価
格
の
低
下

が
問
題
点
で
す
。

　

３
カ
所
の
発
電
施
設
を
見
学

し
て
「
環
境
に
や
さ
し
い
発
電

方
法
」
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

【
尼
崎
市　

長
谷
川
英
夫
】

温泉バイナリー発電施設がある
湯村温泉・薬師湯前で記念撮影

　

薬
科
部
は
９
月
12
日
、
協
会

会
議
室
で
第
９
回
目
と
な
る
フ

ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
究

会
を
、「
①
薬
局
・
在
宅
で
の

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
読

み
方
、
②
在
宅
酸
素
に
触
れ
て

み
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
。

西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
で
協
会
顧
問
の
広
川
恵

一
先
生
、
ミ
ヤ
コ
在
宅
医
療
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
東
野
健
悟

氏
を
講
師
に
、
62
人
が
参
加
し

た
。
薬
剤
師
の
加
納
愛
子
氏
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　　

広
川
恵
一
先
生
の
ご
講
演
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
良
い
学

び
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ａ
〜
Ｈ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で
（A

m
bush, Blood vessel 

disease, Cancer, Drugs, Exp-
lanation, Follow   up, G

uide-
line, History taking

）、
患
者

さ
ん
の
身
体
の
情
報
を
的
確
に

収
集
し
、
詳
細
な
病
歴
を
聴
取

し
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
深
い
と

こ
ろ
に
潜
む
病
状
ま
で
、
直
ち

に
把
握
し
て
日
常
の
診
療
に
活

か
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、

頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
本
邦

初
公
開
の
数
々
の
有
意
義
な
言

葉
を
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
Ｐ
（Profile　

患

者
像
、Problem

 lists　

課
題

リ
ス
ト
、Progression of 

disorder　

時
間
的
変
化
、

Prognosis　

予
後
）
や
指
を

使
っ
た
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
種

類
や
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
ペ

ン
タ
グ
ラ
ム
、
Ｓ
ｐ
Ｏ
２
低
下

の
原
因
の
覚
え
や
す
い
分
類
、

低
酸
素
血
症
を
き
た
す
病
態

等
、
興
味
深
く
お
聞
き
し
ま
し

た
。

さ
ん
に
笑
顔
を
も
っ
て
接
し
、

正
し
く
、
医
師
の
意
図
に
沿
っ

た
服
薬
指
導
を
し
、
24
時
間
、

患
者
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
薬
剤
師
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
西
宮
市
・
明
愛
薬
局
神
明
店

　
　

薬
剤
師　

加
納　

愛
子
】

　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
を
実
際
に
初
め
て

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
薬
剤
師
の
業
務

が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
、

進
化
し
て
い
く
時
代

に
、
四
つ
の
必
需
品
と

し
て
、
血
圧
計
、
体
温

計
、
聴
診
器
お
よ
び
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

を
使
い
、
日
々
真
摯
に

研
鑚
に
励
み
た
い
と
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
か
か
り
つ

け
薬
局
、
か
か
り
つ
け

薬
剤
師
と
し
て
、
患
者

感 想 文

薬
科
部 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
究
会

日
々
真
摯
に
研
鑚
に

励
む
思
い
新
た
に

感 想 文

患者の身体情報を的確に収集し、
病状を把握する大切さを学んだ　

目標２万筆！

　

10
月
24
日
、
協
会
は
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵

庫
連
絡
会
と
共
同
で
、
神
戸
・

元
町
大
丸
前
で
２
回
目
と
な
る

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の

実
現
を
求
め
る
、
街
頭
宣
伝
を

開
催
。

　

西
山
裕
康
理
事
長
、
吉
岡
正

　

署
名
は
治
療
後
に
窓
口
で
、

私
ま
た
は
受
付
ス
タ
ッ
フ
か
ら

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
署
名
内
容
は
ど
の
患
者

さ
ん
で
も
快
く
協
力
し
て
い
た

だ
け
て
、
持
ち
帰
っ
て
く
れ
る

方
も
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
切

実
な
声
を
集
め
て
国
に
届
け

吉岡先生（左）らの訴えに多くの
通行人が足を止め、署名に応じた

受付で小田先生（中央）、スタッフ（左）が
署名を訴える 　　　　　　　　　　　　　

る
、
請
願
署
名
と

い
う
や
り
方
は
、

と
て
も
大
事
だ
と

思
っ
た
の
で
、
業

者
さ
ん
に
お
願
い

し
た
り
、
私
が
サ

ポ
ー
タ
ー
を
し
て

い
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神

戸
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
も
お
願
い
に

行
っ
た
り
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

年
末
ま
で
さ
ら

に
頑
張
り
ま
す
。

み
ん
な
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

雄
・
加
藤
擁
一

・
武
村
義
人
各

副
理
事
長
、
白

岩
一
心
理
事
が

参
加
し
、
白
衣

姿
で
「
お
金
の

心
配
を
せ
ず
に

歯
科
医
療
を
受

け
ら
れ
る
大
切

さ
」
を
訴
え
、

市
民
か
ら
74
筆

の
署
名
を
集
め

た
。

る
。
軍
事
費
を
増
や
す
の
で
は

な
く
医
療
、
社
会
保
障
の
充
実

を
」
と
訴
え
、
福
田
・
白
岩
両

理
事
も
壇
上
に
上
が
り
、「
ス

ト
ッ
プ
医
療
改
悪
」
の
横
断
幕

を
掲
げ
た
。

　

参
加
者
は
、「
社
会
保
障
の

充
実
を
」「
医
療
・
介
護
の
負

担
増
、
営
利
化
反
対
。
診
療
報

酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
許
さ
な

い
」「
ス
ト
ッ
プ
戦
争
法
」
等

を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、「
憲
法
ま
も
れ
」「
医
師
を

増
や
せ
」
と
声
を
上
げ
な
が

ら
、
東
京
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
し

た
。有

楽
町
で
街
頭
宣
伝

　

集
会
前
に
は
、
保
団
連
が
有

楽
町
駅
前
で
の
街
頭
署
名
宣
伝

を
実
施
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

医
師
・
歯
科
医
師
が
、
白
衣
を

着
て
、
順
番
に
マ
イ
ク
を
握

り
、「
患
者
負
担
の
軽
減
」
や

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の

実
現
を
求
め
る
署
名
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
、
白
岩
理

事
が
「
安
心
し
て
歯
科
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
ぜ
ひ
署
名

に
ご
協
力
を
」
と
訴
え
、
全
体

で
１
０
０
筆
以
上
の
署
名
協
力

を
得
た
。

　

協
会
の
呼
び
か
け
を
受
け
、

初
め
て
署
名
活
動
に
取
り
組

み
、
１
週
間
で
３
０
０
筆
も
の

署
名
を
集
め
て
い
る
、
西
宮
市

・
小
田
歯
科
の
小
田
泰
史
先
生

に
思
い
を
聞
い
た
。

西宮市・小田歯科　　小田　泰史先生

患者さんの切実な声を患者さんの切実な声を
国会へ届けよう　　　国会へ届けよう　　　

　

協
会
は
年
内
２
万
筆
を
目
標
と
し
て
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
署
名
用
紙
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
署
名
付
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
の
ご
注
文
は
、
☎
078―

393―

１
８
０
９　

歯
科
部
会
ま
で
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記
念

回
総
会
・
記
念
講
演

「
災
害
と
薬
剤
師
」
で
、
猪
又

先
生
の
言
葉
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
現
役
薬
剤
師
の
方
々
や
薬

学
部
学
生
に
、
薬
剤
師
の
役
割

に
確
信
を
持
て
た
と
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
。
猪
又
先
生
に

こ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
、
深
く

喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

南
相
馬
市
で
は
市
民
病
院
に

脳
血
管
専
門
の
科
が
新
設
さ
れ

る
ら
し
く
、
看
護
師
不
足
が
深

刻
と
い
う
。
し
か

し
、
逆
境
を
乗
り
越

え
て
、
患
者
さ
ん
の

健
康
の
た
め
に
「
質

の
高
い
医
療
提
供
」

を
め
ざ
す
、
猪
又
先

生
や
藤
原
珠
世
看
護

部
長
の
姿
勢
は
、
兵

庫
の
地
域
医
療
に
も

結
び
つ
く
も
の
だ
と

思
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
か

被
災
地
を
訪
問
し
て

き
た
が
、
今
回
初
め

て
聞
く
こ
と
も
多
か
っ
た
。
今

ま
で
我
慢
さ
れ
て
い
た
思
い
が

表
れ
は
じ
め
た
の
で
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
だ
と
思
う
。
主
権
在
民
、
基

本
的
人
権
尊
重
の
憲
法
理
念
の

も
と
に
、
兵
庫
協
会
が
関
わ
れ

る
こ
と
は
何
か
を
再
検
討
し

て
、
議
論
を
重
ね
て
、
改
め
て

被
災
地
に
向
か
い
た
い
と
思

う
。

地
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
は
な

か
な
か
報
道
し
な
い
。

　

３
日
目
は
福
島
県
飯
舘
村
と

南
相
馬
市
を
訪
問
。
飯
舘
村
に

は
、
除
染
作
業
で
出
た
汚
染
物

が
、
袋
に
包
ま
れ
、
各
地
で
山

積
み
の
ま
ま
。
永
遠
に
続
く
と

思
っ
て
し
ま
う
除
染
作
業
。
田

畑
の
農
業
の
復
興
は
も
う
途
絶

え
て
し
ま
う
の
で
な
い
か
と
危

惧
し
て
し
ま
う
。

　

南
相
馬
市
に
あ
る

大
町
病
院
を
今
回
も

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
２
年
前
に
訪

問
し
た
時
、
病
院
長

・
猪
又
義
光
先
生
に

う
か
が
っ
た
「
調
剤

薬
局
、
薬
剤
師
が
い

な
か
っ
た
ら
病
院
の

再
建
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
が
よ
み

が
え
る
。
兵
庫
協
会

で
は
、
９
月
12
日
に

開
催
し
た
講
演
会

的
支
援
と
対
策
が
必
要
だ
。

　

し
か
し
、
国
政
選
挙
が
実
施

さ
れ
て
も
な
か
な
か
投
票
率
が

上
が
ら
な
い
。
法
治
国
家
で
、

議
院
内
閣
制
を
と
る
日
本
で

は
、
ま
ず
は
投
票
率
を
上
げ
、

住
民
が
声
を
上
げ
る
こ
と
が
必

要
と
感
じ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は

「
震
災
を
忘
れ
な
い
」
と
繰
り

返
し
て
い
る
が
、
現
在
、
被
災

か
な
い
行
政
の
医
療
福
祉
対
策

に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
。

　

株
式
会
社
「
き
く
ち
ま
さ

こ
」
代
表
で
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
立
し
た
菊
地
優

子
さ
ん
と
も
懇
談
し
た
。
３
６

５
日
休
む
こ
と
な
く
、
重
症
患

者
さ
ん
に
訪
問
看
護
を
行
う
熱

い
思
い
と
行
動
力
に
、
驚
い

た
。

　

気
仙
沼
市
の
漁
業
で
は
、
漁

獲
量
は
震
災
前
に
戻
っ
て
い
る

と
報
道
さ
れ
る
が
、
実
際
は
他

府
県
の
漁
船
が
入
港
し
て
い

て
、
気
仙
沼
市
の
漁
業
組
合
の

収
入
は
、
震
災
前
の
20
％
に
落

ち
込
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
。
マ
ン

パ
ワ
ー
だ
け
で
は
な
か
な
か
生

活
復
興
は
難
し
い
。
政
府
の
公

い
か
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
る

と
知
っ
た
。

　

住
民
は
、
慢
性
疾
患
を
抱
え

て
い
て
も
、
病
院
ま
で
の
交
通

の
便
が
悪
く
、
交
通
費
や
医
療

費
負
担
が
不
安
で
、
な
か
な
か

受
診
さ
れ
な
い
。
私
の
町
で

は
、
病
院
に
通
え
な
い
方
々
の

た
め
に
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
し

て
い
る
。
行
政
が
被
災
者
を
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
の
で
な
い

か
と
思
う
。
被
災
者
の
方
々
の

孤
立
、
家
族
の
分
断
、
行
き
届

　

気
仙
沼
市
の
仮
設
住
宅
で
、

自
治
会
長
・
民
生
委
員
の
小
野

道
子
さ
ん
、
医
療
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
村
上
充
さ
ん
と
懇
談

し
た
。
劣
悪
な
仮
設
住
宅
の
現

状
を
う
か
が
い
、
仮
設
住
宅
の

住
民
の
間
で
復
興
公
営
住
宅
へ

の
移
行
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
な
ど
が
あ
る
と
知
っ
た
。

ま
た
、
復
興
公
営
住
宅
で
、
津

波
で
汚
染
さ
れ
、
塩
分
を
含
ん

だ
土
地
を
整
備
し
な
い
ま
ま
、

そ
の
上
に
建
設
し
た
の
で
は
な

　

協
会
は
９
月
20
日
〜
22
日
に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
訪
問
を

実
施
。
白
岩
一
心
理
事
、
松
岡
泰
夫
評
議
員
、
広
川
恵
一
顧

問
、
林
功
先
生
が
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
岩
手
県
一
関
市
、
福

島
県
飯
舘
村
・
南
相
馬
市
の
仮
設
住
宅
や
医
療
機
関
な
ど
を
訪

問
し
た
。
白
岩
理
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地　

訪
問
記

被
災
地
の
復
興
に
公
的
支
援
を

理
事　
　

白
岩　

一
心

感 想 文

認
知
症
に
間
違
い
や
す
い

高
齢
者
の
て
ん
か
ん

　

神
戸
支
部
は
10
月
17
日
、
協
会
会
議
室
で
第
36
回
支
部
総
会

・
記
念
講
演
を
開
催
し
、
２
０
１
４
年
度
の
活
動
報
告
と
新
年

度
活
動
方
針
、
支
部
選
出
評
議
員
を
承
認
し
た
。
記
念
講
演
で

は
、「
高
齢
者
の
て
ん
か
ん
の
特
徴
と
治
療―

認
知
症
と
間
違

え
な
い
よ
う
に―

」
と
題
し
、
兵
庫
医
科
大
学
内
科
学
神
経
・

脳
卒
中
科
の
武
田
正
中
教
授
が
講
演
し
、
40
人
が
参
加
し
た
。

藤
井
佳
朗
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
）
は
改
善
困
難
な
病
気
で
あ

り
、
治
療
し
て
も
現
状
維
持
な

い
し
は
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
と
い
う

の
は
、
医
科
の
主
張
で

あ
り
、
適
切
な
歯
科
治

療
を
行
え
ば
現
状
維
持

ど
こ
ろ
か
改
善
も
可
能

で
あ
る
と
、
日
常
主
張

し
て
い
る
立
場
上
、
て

ん
か
ん
と
認
知
症
と
を

間
違
え
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
演
題
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
受
講
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

高
齢
者
の
て
ん
か
ん
の
原
因

の
一
つ
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

が
あ
っ
た
り
、
若
年
発
症
の
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
や
家
族
性
の
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
は
て
ん
か
ん
合

併
率
が
高
い
な
ど
、
認
知
症
症

状
と
て
ん
か
ん
が
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

健
忘
症
状
が
出
て
き
た
場

合
、
咬
合
回
復
な
ど
を
図
っ
て

脳
を
刺
激
し
て
や
れ
ば
い
い
と

い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
裏
に
て
ん
か
ん
が
隠

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
認

識
を
持
ち
、
医
科
へ
の
対
診
依

頼
を
検
討
す
れ
ば
、
歯
科
受
診

し
て
き
た
患
者
に
適
切
な
対
応

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
興
味
あ
る

講
演
会
の
実
施
を
協
会
に
期
待

し
た
い
。

【
中
央
区
・
歯
科

 

藤
井　

佳
朗
】

　九州電力川内原発２号機の再稼働に対し、協会は10月24日の第1027回理事会
で、下記の抗議声明を採択し、九州電力・首相官邸・原子力規制委員会など関係
機関に送付した。

2015年10月24日
抗議声明 　

九州電力川内原発２号機の再稼働に断固抗議する
兵庫県保険医協会理事長　西山　裕康

　九州電力は、新規制基準に適合したとして８月に再稼働させた川内原発１号機
に続いて、同２号機を再稼働させた。多くの国民が「脱原発」を求めている上、
東京電力福島第一原発事故の収束作業も見通せない中での「原発回帰」である。
われわれは川内原発１号機に続き、２号機の再稼働も強行した九州電力、政府、
原子力規制委員会に対し、強い憤りをもって断固抗議する。
　川内原発は30年以上経過した老朽原発であり、火山リスクも高く、避難計画の
策定も甚だ不充分である。さらに、川内原発２号機に関しては、2009年、九州電
力は「さらなる信頼性向上の観点から」と、３機ある蒸気発生機すべての交換を
発表していたが、原発事故後先送りにされたままとなっているなど、基本的な安
全対策すらおろそかにしての再稼働である。
　安倍首相は新規制基準について「世界で最も厳しい」と高く評価し、合格した
原発は安全であるかのような言葉を繰り返しているが、田中俊一原子力規制委員
長は、新しい規制基準の適合審査は「安全性を保証するものではない」としてい
る。新規制基準は安全性を保証したものではなく唯一の安全策は原発を再稼働さ
せないことである。政府・電力会社は再稼働ではなく、廃炉にこそ力を注ぐべき
だ。
　日本経済新聞が10月７日～８日にかけて実施した世論調査では、政府が安全と
判断した原発の再稼働について、反対が56％と国民の多くが再稼働に反対してい
る。政府は国民の声に耳を傾け、脱原発の道に進むべきである。
　われわれは、いのちと健康をまもる医療者として、事故による放射能汚染の危
険性を内包し、安定処分できない危険な核廃棄物を産出し続ける原発の新設、増
設、再稼働を到底容認することはできない。稼働中の川内原発１・２号機の停止
を直ちに行うことを強く求める。

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　11月21日（土）15時～17時
会　場　宝塚商工会議所
テーマ　指導・監査の現状と対策
講　師　協会審査対策部副部長
　　　　八木秀満先生
参加費　 テキスト代3000円（テキスト

不要の場合無料）

■北阪神支部■審査・指導対策研究会

日　時　11月14日（土）14時30分～
会　場　三田市総合福祉保健センター
テーマ　 コミュニケーションスキルを

磨いて、患者満足度アップ！
講　師　マネジメントコンサルタント
　　　　松田幸子氏
参加費　1000円（医療安全対策・受講証を発行）

■北摂・丹波支部■接遇研修会

等
が
解
説
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
実
行

委
員
会　

10
／
25
に
神
戸
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
交
流
会
の
進
捗
が
報
告
さ

れ
、
分
科
会
座
長
へ
の
協
力
と

参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

日
歯
連
政
治
資

金
規
正
法
違
反
事
件
へ
の
抗
議

声
明
案
が
、
理
事
長
・
歯
科
部

会
長
が
最
終
判
断
す
る
こ
と
を

含
め
、
承
認
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

政
策
研
究
会
「
２

０
１
６
年
診
療
報
酬
改
定
の
方

向
性
と
課
題
」（
11
／
７　

池

上
直
己
慶
應
大
名
誉
教
授
）
へ

の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

西
区
民
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
る
憲
法
集
会

（
11
／
３
）、
芦
屋
非
核
平
和

祈
念
の
つ
ど
い
（
10
／
17
）
へ

の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

◇
渉
外　

日
本
原
水
協
被
爆
者

欧
州
派
遣
事
業
へ
の
募
金
が
承

認
さ
れ
た
。

（
10
月
10
日　

理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

23
人

◇
情
勢　

厚
労
省
は
患
者
申
出

療
養
の
実
施
方
針
を
示
し
た
。

16
年
４
月
か
ら
全
国
４
０
０
程

度
の
総
合
病
院
な
ど
で
実
施
さ

れ
、
地
域
の
診
療
所
で
は
行
わ

れ
な
い
。
治
療
の
安
全
性
や
有

効
性
を
審
査
す
る
評
価
会
議
を

設
け
る
こ
と
も
決
定
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
団
連

「
二
つ
の
会
員
署
名
と
『
ク
イ

ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療
』

等
の
推
進
を
」
に
つ
い
て
政
策

宣
伝
広
報
委
員
会
で
企
画
の

上
、
次
回
理
事
会
に
提
案
す
る

こ
と
、
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合

意
」
へ
の
抗
議
声
明
案
が
一
部

修
正
を
経
て
承
認
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

「
医
療
事
故
調

査
制
度
」
に
つ
い
て
、
報
告
の

対
象
や
、
訴
訟
時
に
事
故
調
査

の
内
容
が
利
用
さ
れ
る
危
険
性

日　時　12月５日（土）
　　　　18時30分～20時30分
会　場　加古川商工会議所５階
 話題提供　 協会歯科部会・社保対策講

師陣
※ Ｐ治療の流れ、保険ルール等再確
認。歯科衛生士さんや、請求事務
スタッフの方の参加も可能

飯舘村では除染作業による汚染土が
積み上げられていた　　　　　　　

訪問看護ステーションを設立した菊池優子
看護師（左２人目）から話をうかがう　　

高齢者のてんかんの特徴を
語った兵庫医大の武田教授

お申し込み・お問い合わせは、
☎078－393－1809 本田まで

歯科社保・審査対策歯科社保・審査対策
学習会in加古川学習会in加古川



団体定期
生命保険 

割安な掛金が満期まで変わりません／最長75歳まで
730日の充実保障／弔慰・高度障害、精神疾患も給付

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 医師による診査はありません

■ 過去６年の平均配当率45％
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせて
いつでも増額･減額可

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

休業保障制度の上乗せに。自宅療養も補償 医療上の事故、医療施設の事故を補償

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険 医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

２０１５年(平成２７年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７９７号（５）

員員

稿稿

会

投

アスベストから
住民の健康守る意識を
西宮市・準会員　　上田　進久

員員 稿稿
会 投

三
田
市
・
歯
科　
　

福
田　

俊
明

魅
惑
の
ト
ル
コ
旅
行
記
㊦

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被

害
は
曝
露
後
20
年
か
ら
40
年
経

っ
て
肺
が
ん
や
中
皮
腫
が
発
症

す
る
た
め
、「
静
か
な
時
限
爆

弾
」
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

の
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
は
言
う

に
及
ば
ず
、
そ
の
他
の
非
飛
散

性
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
材
の

処
理
方
法
が
、
最
近
で
は
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
解
体
工
事

に
お
い
て
は
、
県
の
条
例
や
大

気
汚
染
防
止
法
に
よ
り
、
業
者

に
よ
る
事
前
調
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
行

政
側
の
対
応
は
専
門
知
識
を
有

す
る
係
官
が
お
ら
ず
、
検
証
す

る
能
力
も
な
い
ま
ま
、
業
者
の

報
告
を
黙
認
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

最
近
こ
の
よ
う
な
悪
し
き
典

型
例
を
経
験
し
た
の
で
、
こ
こ

に
報
告
し
ま
す
。

　

西
宮
市
六
甲
山
系
の
中
腹
、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
で
、

旧
夙
川
学
院
短
期
大
学
の
解
体

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
０

１
３
年
６
月
か
ら
約
10
カ
月
間

の
長
期
に
及
ぶ
約
10
棟
の
大
規

模
な
解
体
工
事
で
し
た
。
地
域

住
民
に
対
し
、
業
者
は
「
非
飛

散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
は
存
在

し
な
い
」
と
説
明
し
、
作
業
を

行
い
ま
し
た
が
、
建
築
さ
れ
た

時
代
背
景
か
ら
考
え
て
、
ア
ス

ベ
ス
ト
建
材
が
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
、
西
宮
市
役

所
に
何
度
も
調
査
を
要
望
し
ま

し
た
が
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
は
な

い
」
と
い
う
回
答
に
終
始
し
ま

し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
今
年

６
月
に
、「
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ

ク
」
か
ら
10
年
の
節
目
に
行
わ

れ
た
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救

済
と
根
絶
を
目
指
す
尼
崎
集

会
」
に
来
ら
れ
た
、
東
京
の
中

皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
に
よ
る
現

地
調
査
で
、
残
存
す
る
建
物
内

に
白
色
石
綿
（
５
〜
50
％
含

有
）
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ

の
証
拠
を
も
っ
て
西
宮
市
と
協

議
を
行
い
ま
し
た
が
、「
ア
ス

ベ
ス
ト
は
存
在
し
な
い
」
と
の

見
解
は
い
ま
だ
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
あ
き
れ
る
ば
か
り
の
態
度

で
す
。

　

こ
の
問
題
で
特
記
す
べ
き
は

大
規
模
な
解
体
工
事
に
加
え
、

解
体
現
場
が
地
元
の
小
・
中
・

高
校
の
生
徒
た
ち
が
通
う
通
学

路
に
接
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

行
政
が
責
任
を
持
っ
て
ア
ス
ベ

ス
ト
の
有
無
を
検
証
し
、
そ
の

対
応
策
を
住
民
に
説
明
す
べ
き

で
す
。
さ
ら
に
資
格
や
専
門
知

識
の
あ
る
係
官
を
養
成
す
る
こ

と
が
急
務
で
す
。
公
共
施
設
の

解
体
工
事
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
不
十
分
な
事
前
調

査
の
も
と
で
ず
さ
ん
な
解
体
工

事
が
横
行
し
て
、
社
会
問
題
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

環
境
や
住
民
の
健
康
な
生
活

を
守
る
た
め
に
私
た
ち
が
問
題

意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
提
言
や
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

今
回
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク

前
に
参
加
し
た
ト
ル
コ
ツ
ア
ー

は
、
12
日
間
で
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
か
ら
、
時
計
回
り
に
各
所

を
巡
っ
た
。

　

首
都
の
ア
ン
カ
ラ
、
カ
ッ
パ

ド
キ
ア
、
コ
ン
ヤ
な
ど
に
赴

き
、
ア
ン
タ
ル
ヤ
の
地
中
海
ク

ル
ー
ズ
は
青
い
海
に
感
激
。
ト

ル
コ
に
は
ク
サ
ン
ト
ス
な
ど
５

０
０
０
年
も
前
に
建
て
ら
れ
た

都
市
遺
跡
も
多
く
、
特
に
パ
ム

ッ
カ
レ
の
夕
日
に
映
え
る
石
灰

棚
（
写
真
）
は
忘
れ
が
た
い
風

景
だ
。

　

ト
ロ
イ
か
ら
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス

海
峡
を
フ
ェ
リ
ー
で
渡
り
、
い

よ
い
よ
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
だ
。

１
２
５
年
前
、
日
本
人
が
見
た

ド
ル
マ
バ
フ
チ
ェ
宮
殿
は
、
そ

の
驚
き
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

だ
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
時

代
に
造
ら
れ
、
中
は
世
界
各
国

か
ら
取
り
寄
せ
た
目
を
見
張
る

物
ば
か
り
。
ト
プ
カ
プ
宮
殿
も

し
か
り
。

　

ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分

か
つ
ボ
ス
ボ
ラ
ス
海
峡
ク
ル
ー

ズ
は
古
い
要
塞
、
軍
学
校
等
が

あ
り
興
味
津
々
。
オ
リ
エ
ン
ト

急
行
終
着
駅
も
印
象
的
だ
っ

た
。
祝
祭
日
で
も
な
い
の
に
ト

ル
コ
の
赤
い
国
旗
が
た
な
び

き
、
バ
ス
の
移
動
の
景
色
の

中
、
小
さ
い
町
々
に
も
イ
ス
ラ

ム
教
の
モ
ス
ク
と
尖
塔
が
あ
っ

た
こ
と
が
目
に
焼
き
つ
い
て
い

る
。
メ
ブ
ラ
ー
ナ
旋
回
舞
踊
に

イ
ス
ラ
ム
の
異
文
化
を
大
い
に

体
感
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

ど
こ
に
行
っ
て
も
ト
ル
コ
の

人
々
は
日
本
人
に
本
当
に
親
切

だ
っ
た
。
帰
国
す
る
た
め
に
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
ア
タ
テ
ュ
ル

ク
空
港
の
出
国
カ
ウ
ン
タ
ー
で

係
官
が
ス
タ
ン
プ
を
押
し
な
が

ら
「
日
本
人
あ
り
が
と
う
」
と

言
っ
て
く
れ
た
。

び
っ
く
り
し
た
。

「
ト
ル
コ
最
高
、

あ
り
が
と
う
」
と

返
す
と
ニ
ッ
コ

リ
。
ま
た
ぜ
ひ
と

も
ト
ル
コ
へ
行
っ

て
見
た
く
な
っ

た
。

　

「
海
の
翼
」
は

日
本
、
ト
ル
コ
合

作
映
画
「
海
難
１

８
９
０
」
が
12
月

に
公
開
さ
れ
る
。

 

（
お
わ
り
）

パムッカレの世界的にも珍しい、
石灰棚で記念撮影　　　　　　　

〈患者〉社保・女性、63歳
〈診療年月〉2014年５月～2015年２月
〈主な傷病名・診療開始月〉糖尿病、
　高脂血症ほか・2014年５月28日
〈処方内容〉

（１） アマリール１㎎錠（分１・朝
食後）0.5錠

（２） トラゼンタ錠５㎎（分１・朝
食後）１錠

（３） メトグルコ錠250㎎（分３・
朝昼夕食直前）３錠

（４） シュアポスト錠0.25㎎（分３
・朝昼夕食直前）３錠

〈減点内容〉　
　支払基金より、突合再審査結果連絡
書（兼処方せん内容不一致連絡書）に
てアマリール１㎎錠が2014年５月まで
さかのぼってＣ項減点

アマリール錠の減点事例
〈主治医コメント〉
　糖尿病に４種類の処方は認められな
いのか。
〈協会コメント〉
　シュアポスト錠0.25㎎の添付文書に
は次のような記載があります。
　「本剤は速やかなインスリン分泌促
進作用を有する。その作用点はスルホ
ニルウレア剤と同じであり、スルホニ
ルウレア剤との相加・相乗の臨床効果
及び安全性が確立されていないので、
スルホニルウレア剤と併用しないこ
と」
　一般的にもアマリール等のスルホニ
ルウレア剤と、シュアポストのような
速効型インスリン分泌促進薬との併用
は認められないという理由で、両者を
同時に処方した場合は査定の対象とな
っているようです。効能書等をご確認
ください。

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民講座

日　時　11月８日（日） 14時～16時30分（開場13時30分）
会　場　協会５階会議室　
講　師　群馬県伊勢崎市・おない内科クリニック院長　小内　亨先生
共　催　兵庫県保険医協会、兵庫県民主医療機関連合会
協　賛　兵庫県歯科医師会、兵庫県歯科技工士会、兵庫県歯科衛生士会
　巷にあふれる健康関連の情報をどのように判断すべきか情報発信している
小内先生が、怪しい健康情報を見抜いていきます。ぜひお越しください。
参加費　無料　※どなたでもご参加いただけます

―

１
０
０
年
以
上
前
の
日
本
と

 

ト
ル
コ
を
結
ぶ
悲
劇
と
友
情お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

危ない健康情報を見分けるコツ危ない健康情報を見分けるコツ
ニセ科学に騙されないで!!ニセ科学に騙されないで!!

NPO法人気候ネットワーク主催　シンポジウム

報　告　「地球温暖化と石炭火力発電」　山本　元氏（NPO法人気候ネットワーク）
報　告　「火力発電技術の進展と環境負荷」　歌川　学氏（産業技術総合研究所）
ディスカッション（パネリスト）
井上保子氏（宝塚すみれ発電）、森岡芳雄先生（協会副理事長）、その他
コーディネーター：早川光俊氏（NPO法人地球環境市民会議）
主　催　NPO法人気候ネットワーク　協　力　兵庫県保険医協会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807 三田まで

温暖化対策の危機を乗り越える
～兵庫の石炭火力発電所の新設をめぐって～

日　時　11月10日（火）18時10分～21時　会　場　神戸市勤労会館　講習室403

プログラム



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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第一線医に必要な小児科の知識
内科医のための発熱初期トリアージ

淡路市・とみもと小児科　　富本　康仁先生講演

　発熱は小児医療において最も多い主訴
であるが、第一線医である開業医や夜間
休日急病診療所には発熱直後に来院され
る患者は少なくない。淡路島では夜間救
急を小児科医だけではまかないきれず有
志の内科医にもご協力いただいているの
が現状であるが、県下でも同様の地域が
あると思われ、内科医のための発熱初期
対応とりわけ３歳以下の発熱初期トリア
ージに関して述べる。
　最も重要なのは年齢であり、１）新生
児期の発熱は病院小児科に紹介、２）３
カ月以下は小児科開業医へ直ちに紹介、
３）３カ月以上は哺乳力、活気、不機嫌
などを考慮し熱源が不明な場合、後述す
るように検血（白血球）、CRPを検査し
判断するのがよいであろう。保育園や託
児所など集団生活の有無と感染流行情
報、ワクチン歴は問診上、重要である
が、インフルエンザ流行期には、RS、
アデノ、ヒトメタニューモウイルス
（hMPV）、ノロなど種々のウイルスや溶
連菌などの感染症が同時流行し、また川
崎病も含めその鑑別は発熱早期には容易
ではない。実際に、インフルエンザ診断
キットなどのイムノクロマトグラフィー
迅速検査は発熱数時間以内においては偽

陰性となり信頼性にかけるが、夜間一次
救急ではこれらの疾患鑑別は必ずしも必
要ではなく翌日で充分と考える。
　重要なのは細菌性髄膜炎、急性喉頭蓋
炎など緊急に治療が必要な感染症診断で
ある。３歳以下の乳幼児が、39.5度以上
に発熱していて、熱源不明の場合、2.8
～11.1％の頻度で、潜在性菌血症があ
り、その５～15％の頻度で、化膿性髄膜
炎、細菌性肺炎、急性喉頭蓋炎、化膿性
関節炎、骨髄炎を合併するとの報告があ
る。これらの疾患はヒブ、肺炎球菌ワク
チンの定期接種化により減少傾向である
が、13価以外の肺炎球菌感染やワクチン
接種歴が２回以下の場合感染が起こり得
る。潜在性菌血症の生後９カ月・男児の
症例を提示する。

　症例：2015年２月７日、40度発熱し、
発熱12時間後に来院された。発熱以外の
症状はなく、哺乳力も全身状態も良好。
肺炎球菌およびヒブワクチンは３回接種
済。診察所見では熱源不明で特記事項な
し。インフルエンザ検査Ａ（－）Ｂ（－）、
白血球31600/μl（好中球64％）、CRP8.5
㎎/dlで、尿路感染症や菌血症を疑い病
院小児科へ紹介、入院した。セフォタキ

シム投与にて入院翌日に解熱、その後再
発熱なく経過。後日血液培養で肺炎球菌
が検出され菌血症と診断、抗菌薬加療を
継続し２月15日に退院された。 

　本症例のように、３歳以下の乳幼児
が、39.5度以上に発熱し熱源が不明の場
合、哺乳力や全身状態が良好でも白血球
とCRPを測定する必要があると考える。
白血球15000/μl以上の例は、小児科医
に紹介あるいは夜間一次救急では全身状
態良好な場合はペニシリン系抗生剤を１
日処方し、必ず翌日のかかりつけ小児科
受診を指導すべきである。嘔吐、哺乳力
低下、けいれんを伴う場合は髄膜炎を、
吸気性喘鳴、よだれ、嚥下困難は喉頭蓋
炎を疑い病院小児科に紹介が必要であ
る。
　緊急感染症の鑑別後は、症状、理学的
所見、流行情報から可能な限り絞り込
み、原因微生物の鑑別を行う。
　インフルエンザ、RS、アデノ、hMPV
に関しては、検査キットのメーカーを統
一し、鼻腔深くからぬぐい液を採取すれ
ば同じ検体で次々検査可能であり、子ど
もの余分な苦痛を避けられる。
　原因微生物の特定は経過や合併症の説

明および兄弟家族や友人への感染を避け
る上で、また不必要な抗生物質の処方を
なくす上で重要である。とりわけRSや
hMPVは、小児、高齢者や基礎疾患を有
する患者では重篤な下気道炎を起こし、
療養施設などでの集団発生ではインフル
エンザ感染以上の超過死亡が報告されて
おり、小児科だけでなく内科領域におい
ても注意が必要である。RSはインフル
エンザ同時検査キットがあるがhMPVに
はなく、しかも保険適用が６歳未満で画
像診断にて肺炎が疑われる例に限られて
おり、今後保険適用の拡大やインフルエ
ンザ同時測定キットが望まれる。

まとめ
　３歳以下の発熱初期トリアージに関し
て述べた。月齢３カ月以下は小児科医へ
直ちに紹介すべきである。39.5度以上に
発熱して熱源が不明の場合、哺乳力や全
身状態良好でも白血球とCRPを測定し、
細菌性髄膜炎、急性喉頭蓋炎、菌血症、
尿路感染などの緊急加療が必要な疾患を
否定する必要がある。けいれん、哺乳力
低下、嘔吐、吸気性喘鳴、嚥下困難を伴
う場合は特に要注意である。
 （４月18日　淡路支部日常診療勉強会より）

文化部企画

日　時　12月13日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター
　　　　（コミスタ神戸／三宮駅から徒歩15分）
指　導　三田市・福田歯科医院　福田　俊明先生
　　　　（全麺協四段位、地方認定審査員）
参加費　大人1500円、子ども500円　　定　員　40人
　※持ち物はエプロン、タオル等
　　参加者には改めて詳細をご案内します。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

三田産・新そば

ファミリーパーティー そば打ち体験

年 日程 種別 テーマ 講師

14
年

７月12日 第497回診内研
ワクチンで防げる病気・救える命を見
過ごさないために

長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科
小児病態制御学　教授　森内浩幸先生

８月23日 第498回診内研 得意になるめまい診療
横浜市立脳血管医療センター
神経内科　城倉　健先生

９月27日 第499回診内研
糖尿病患者の日常診療において留意す
べき皮膚病変

昭和大学医学部皮膚科学教室　教授
末木博彦先生

10月11日 第500回診内研
「かぜ」と「かぜ」のように見える重
症疾患

京都大学大学院医学研究科社会健康医
学系専攻医療疫学分野／神戸大学感染
症内科　医員　山本舜悟先生

10月18日 特別研究会
今年のインフルエンザの季節を迎える
にあたって～インフルエンザと見間違
えやすい疾患を含め～

神戸大学大学院　医学研究科微生物感
染症学講座感染治療学分野（感染症内
科）講師　大路　剛先生

〈会員限定〉参加できなかった研究会をDVDで

診療内容向上研究会診療内容向上研究会ほかほか講演録DVD講演録DVD

年 日程 種別 テーマ 講師

14
年

11月２日 第501回診内研 インフルエンザを咽頭視診で診断する
内科宮本医院（茨城県桜川市）
宮本昭彦先生

11月15日
病院・有床診
療所対策部会
学習会　　　

「医療事故調査制度」を考える
～医師法21条にも触れて～

一般社団法人医療法人協会「現場から
の医療事故調ガイドライン検討委員
会」委員、いつき会ハートクリニック
（東京都葛飾区）院長　佐藤一樹先生

15
年

２月28日 第503回診内研 小児の夜尿症診療のUp-To-Date
順天堂大学医学部附属練馬病院　小児
科　先任准教授　大友義之先生

３月１日

臨床医学講座
「日常診療に
潜む救急、急
変の危険を見
抜く」（２枚１
セット）　　　

講義１　高齢者救急－急変予防と対応
講義２　救急外来での危険な一言
講義３　内科救急のポイント
（※講義３は途中までの収録となって
おります。ご了承ください）

藤田保健衛生大学　救急総合内科
教授　岩田充永先生

４月25日 第505回診内研
機能性ディスペプシアを正しく理解するた
めに－医療は患者のために－

川崎医科大学・川崎医療福祉大学
特任教授　春間　賢先生

５月16日 第506回診内研
高齢者診療において身体診察を強力な武器
にするためのエビデンス

洛和会丸太町病院（京都市）救急総合
診療科医長　上田剛士先生

６月６日 第507回診内研
皮疹の診方の基本的ロジック　特に内臓疾
患関連皮疹と皮膚原発皮疹の鑑別について

木沢記念病院（病院長）、岐阜大学名
誉教授（皮膚科）北島康雄先生

７月18日 第508回診内研
離島医療はおもろいで！～地域医療の仕組
み作りから外来整形エコーまで

隠岐広域連合立隠岐島前病院　院長　
白石吉彦先生

８月22日 第509回診内研
女性下部尿路症状と過活動膀胱（OAB）の
診療について

兵庫県立リハビリテーション中央病院
泌尿器科部長　仙石淳先生

　協会研究部主催の診療内容向上研究会（診内研）等研究会の講演DVD（下記）を
作成しています。頒布価格はいずれも１枚1000円（送料込）です。会員の先生方個
人の視聴用のみにご利用ください。
　ご注文は、FAX：078－393－1802　研究部まで
※以前のDVDにつきましては研究部（☎078－393－1803）までお問い合わせくだ
さい。

第512回診療内容向上研究会（11月14日）
「腹痛の初期診断における禁忌とは」

開催延期のおしらせ
　開催を予定しておりました、下記の研究会は都合により延期をさせていただき
ます。
　ご参加を予定されていた先生方にはご迷惑をおかけすることとなり誠に申し訳
ございません。開催が決定しました際には改めてご案内いたしますので、よろし
くお願い申し上げます。

日　時　11月14日（土）17時～
テーマ　腹痛の初期診断における禁忌とは
講　師　東京ベイ浦安市川医療センター外科　窪田忠夫先生


